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波羅提木叉の比較研究

辛 嶋 静 志

現存す る諸 々の戒経は部派分裂以前 の共通 のUrtextに 遡 ると考 え られ,そ の

Urtextは 正 規 の梵語 ではな く,あ る種 の俗語 で伝承 され ていた と考 え られ る
。

そのUrtextか ら部派分裂を経 て,今 日伝わ る形にな るまでには,幾 度 もの言葉

の置 き換 え或 いは翻訳が なされ た と思われ る。今 日伝わ るパ ー リ ・梵 ・蔵 ・漢 語

の戒経 の表現 の相違点は往 々に してUrtextの 俗 語形 に対す る解釈の異な りに起

因す ると考え られ る。逆 に,今 日残 存す る戒経 の諸本 を細心 に比較す る ことで,

そ れ らが共通に遡 るUrtextの 姿 を推定す るこ とも可能 だ と考 え られ る。私 はそ

こで以下 の六つの点 か ら諸戒経 の比較 を試 みたい と考 える。即ち,1 .付 加,2.誤

っ た(仏 教)梵 語 化,3.書 体 の類似 に よる誤 り,4.(仏 教)梵 語化 に伴 い語彙を換

える,5.文 法 の問題―namul-abs.と 格 の問題を 中心 に,6.波 羅 提木叉経

のUrtextの 言 語。 ここではそ の うち,2と3に 関す る幾つか の例を挙げ ること

にす る。

2.誤 った(仏 教)梵 語化

例1.pyatyaya-/pyatyeka

パ ー リ戒経 の波逸提法第47に,paccaya- ("requisite ,medicine[=gilana-paccaya-

bhesajja]")と い う語 があ るが,対 応 す る梵 本には, pratyaya- (do.)と あ るものと

pratyeka-("個 別の")と す るもの とがあ る。即 ち,

Vin N 102.38. agilanena bhikkhuna catu-mesa-paccaya-pavarana saditabba("病

気 でない比丘は四カ月間だけ必要な物[具 体的には薬]を もらう自恣を うけてよい")

pratyaya- とす るのは,説 一切有部戒経 の次 の写本 である:PrMoSu(Sa)(Finot:

520.8).pratyaya-pravaranaya(v.1. pratyeka-p°);PrMoSu(Sa)(Simson:11=

SHT.43,Bl.38.R.4).prattyaya＋ ＋ ＋。

これ に対 し,大 部分 の梵本 にはpyatyeka-と あ る:PrMaSu (Ma-L)(Tatia:26.

27). caturmasika bhiksuna pratyeka-pravaranasadayitavya ("比 丘は四ヵ月

の,各 自別々の自恣を受けてよい");PrMoSu (Sa)(Simson:262,パ リ写本HO 1).
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pratveka-pravaranaya; PrMcSU (Sa) (Simson : 264, ƒpƒŠŽÊ–{ HP). pratyeka-

[praj + + + ; PrMcSU (Sa) (Simson : 68, SHT. 92. AW n, V. 3). pratyeka-

pravaranaya; PrMoSu (Sa) (Simson : 221, SHT. 477, Bi. 208, V. 5). pratyeka-

pravaranaya; PrMcSU (Mu) (Banerjee : 42. 16). [pratyeka-pravaranaya] ; 

PrMcSU (Mid. tib) (Vidyabhusana : 92. 9). so sor ' gron (v. 1. mgron) du bos pa.

この例 の場合,pa.paccaya=skt.pratyayaが 本 来 的であ り,pyatyekaは 間違

った梵語化 と考 え られ る。 この誤解 の過程には母音 の口蓋音 化(palatalization)

が 介 在 していた と考 え られ る。図式で示せば次 の様 であ る1)。

skt. pratyaya-> (palatalization) *pratyeya-(cf.pkt. patteya)•¹pratyeka-

あ るいは, skt. pratyaya-> paccaya-> (palatalization) *pacceya- •¹ pratyeka-

{列2:vanya-≧anna-(pkt.vanna-)≧ajna

(1)パ ー リ戒 経 の波 逸 提 法 第12,Vin　 N　36.37.　 annavadake　 vihesake,　 pacit-

tiyam("別 の 事 を 言 って,悩 ませ れ ば,波 逸 提 であ る")に 対 応 す る 大 衆 部 系 説 出 世

部 や 有 部 の 梵 本 で は 　 　anya-("別 の")と 梵 語 化 さ れ て い る:PrMoSu(Ma-L)(Tatia

:20.5).anvavada-vihimsanake;PrMoSu(Sa)(Finot:505.1).　 anyavada-

vihethanat;PrMoSu(Sa)(Simson:98=SHT.99,　 Bl.21R).　 anyavada-vihetha-

nat;PrMoSi(Sa)(Simson:13=SHT.73, V).[a]ny。

　 これ に 対 し て 根 本 説 一 切 有 部 の 文 献 で はajna("命 令")と あ る:PrMoSu(Mu)

(Banerjee:33.7).ajna-vihethanat,　 payantika("命 令 を犯 す こ とに よ り波 逸 提 が あ

る") ; PrMoSU (Mu. tib) (Vidyabhusana 78.9). bsgo ba ma la gzon na, ltung

byeddc;Mvy.8433,ajna-vihethanam.bsgobabcagpa;T.23.778c26.

若 復芯 留違悩 言教者,波 逸底迦(= T.24.504a20,577c16).

これ は,skt.anya-("別 の")が,MIでpkt.anna-,pa. anna-と な り,そ ホ

がskt.ajna-("命 令")のMI形.pkt.anna-,pa.anna-,と 混 同された もの と

思われ る。注 目され るのは,説 一切有部 の戒経 でanya一 と,長 母音aが 現れ てし

る ことで あ る。有部 と根 本説一切 有部 の戒経が共通に遡 るTextで 既 にanna

あ る いはNAVanna一 と誤 っていた と推定 され る。 この過程 を図式 で示す と次 の様 に

なる。

skt.anya->anna(anna-)⇒(誤 って長母音化)*anna→>PrMoSu(Sa).anya-

∋PrMoSu(Mu).ajna-
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の 例 も 見 ら れ る 。

先 ず.パ ー リ戒 経 でannataka-("親 戚 では な い"),説 一 切 有 部 ・根 本 説 一 切 有

部 の 戒 経 でajnati-(同)と あ る と こ ろ,大 衆 部 系 説 出 世 部(Ma-L)の 戒 経 で は

anyataka-と あ る「が(e.9.Tatia:14 .1,14.4),こ れ はpa.-nn-あ る い はpkt.

-nn-(〈skt.-jn-)と い う発 音 を-ny-と 表 記 し た も の で,語 義 上 の 違 い は な い 。

と こ ろ が,次 に 挙 げ る 例 で はMa-Lが 語 義 を 誤 解 し た こ と を 示 し て い る。 即

ち,パ ー リ戒 経 の 捨 堕 法 第27(Vin Ⅲ 259.5)のannatakｮgahapati("親 戚 では な

い 居 士"),PrMoSu (Mu) (Banerjee:30.9). ajnatih grhapatir(同)に 対 し て,

PrMoSu (Mu-L)(Tatia:18.1))に はanyataro grhapatir("或 る居 士"cf.T.22.

552a2.居 士)と あ る2)。 これ は,skt. ajnataka-("親 戚 で は な い")のMI形,pkt.

*annayaa-
,pa.annataka-がanyataka-と 表 記 さ れ,さ ら に こ れ がskt.anya-

("別 の")の 派 生 語 と誤 解 さ れ,skt.anyataya-("或 る")に 置 き 換 え た 結 果 と考 え

ら れ る 。

skt. ajnataka-> pa. annataka- (pkt. *annayaa-) > anyataka-•Ëanyatara-

3.書 体の類似による誤 り

パ ー リ戒経,僧 残法第4 (Vin ‡V 133.12-13). yo pana bhikkhu ... matuga-

massa santike atta-kama-paricariyaya vannam bhaseyya, "etad aggam, 

bhagini, paricariyanam ya madisam silavantam kalyana-dhammam bra-

hmacarim etena dhammena paricareyya ti methunupasamhitena" ("•—•l‚Ì

面前で自己のために婬欲供養を称賛して,「 妹よ,我 のごとき具戒者,善 法具足者,梵 行者

を,こ の法― す なわち婬欲と結びついた[法]に よって供養する者は,供 養中の第一

なり」と説 く比丘は[僧 残となる]"。Cf.平 川 彰 『二百五十戒の研究』I,PP.416-416)

とあ り,注 釈 も,Vin Ⅲ133.21f."atta-kaman"tiattanokamamattano

hetum attano adhippayam attano paricariyam; Sp. 551. 16f. "attakama-

paricariyaya" ti methuna-dhammasankhatena kamena paricariya kama-

paricariya, attano atthaya kamaparicariya attakamaparicariy•c‚Åatta-

kama-paricariya-(<skt.*atma-kama-paricaryd-) で解釈 している。

ところが,説 一切有部や根本説一切有部の戒経ではatmanaskaya-payicarya-

("自 分に対する,体 での[性 的な]奉 仕")と 変 わ っ て い る:PrMoSu(Sa)(Finot:

480.2). atrnana kaya-paric[aryam]; PrMou(Sa) (Simson:73, AY h,R.4).

[a]tm[a]nah[ka]ya-parica[r](ya)[ya];PrMoSu(Sa)(Simson:80,BAa,R.2).
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a + + k [a]ya- [p] aricary [a] y. ; PrMoSu (Sa)(Simson : 240, ƒpƒŠŽÊ–{ GI, V.3), 

[a]tmana[h] kaya-pari[caryay]a; PrMoSu(Mu) (Banerjee : 16.12). atmanas 

kaya-pari [caryarn] PrMoSu (Mu. tib) (Vidyabhusana : 54. 2). bdag nyid kyid 

lus kyid bsnyen bkur bya ba' i phyir.

ま た,大 衆 部 系 説 出 世 部 の 戒 経 で は,PrMoSu(Ma-L)(Tatia:9.2).atmikaya

paricaryaye("自 己[へ?]の 奉 仕")と な っ て い る 。

お そ ら く,本 来 は*attain(acc.)3)kaya-payicayyaya("自 分 へ の体 で の[性 的 な]奉

仕 を")と あ っ た と 考 え ら れ る 。 説 一 切 有 部 や 根 本 説 一 切 有 部 はattam(acc.)を

atmanas(gen.)に 置 き換 え,大 衆 部 系 説 出 世 部 は*attamkayaあ る い はanus-

varaの 落 ち た*atta-kayaを*attaka-(skt.dtmaka-)と 混 同 し,.atmikayeと 誤

っ た 梵 語 化 を し た の で あ ろ う。 他 方,パ ー リ戒 経 の 読 み は,文 脈 上kama("婬 欲")

が 相 応 し い と い う意 識 も あ っ た ろ うが,む し ろ,(筆 写 伝 承 の どの 段 階 か まだ特 定 で

き な い が)書 体 ツ とmの 類 似 に 因 る誤 りで は な か ろ うか4)。

戒経の研究には諸言語で伝わ るTextを 文献学的に比較す る こ とが必要であ

る。比較により,不 明な語句が明らかになる場合もある。さらに諸本間の語句の

違いに注目し,な ぜ違いが生じたかを考察することで,そ の語句の本来的な意味

を明らかにすることができる。この作業には中期 イソド語の知識も必要である｡

しかし,こ の作業を通 してのみこそ,戒 経の原初的な姿により正確に近づけると

私は思 う。

略号:

Banerjee= Two Buddhist Vinaya Texts in Sanskrit. Prdtimoksa Sutra and Bhiksu-

karmavdkya, ed. A. Ch. Banerjee, Calcutta 1977;Finot=Louis Finot, "Le Pratim-

oksasutradesSarvastivadins",JA1913,PP.465-558;Ma-L=大 衆 部 系 の 説 出 世 部;

MI=中 期 イ ン ド語(MiddleIndic);Mu=根 本 説 一 切 有 部;PrMoSu=解 脱 戒 経;Sa

=説 一 切 有 部;Simson=von Simson, Georg, Prdtimoksasutra der Sayvastivddins,

Teil I , Gottingen 1986(Sankrittexte aus den Turfanfunden X); Tatia=Pratim-

oksasutram of the Lokottaravadimahasanghika School, ed. Nathmal Tatia, Patna 

1976; Vidyabhusana = S. C. Vidyabhusana, "So-sor-thar-pa; or, a Code of Buddhist 

Monastic Laws: Being the Tibetan Version of Pratimoksa of the Mula-sarvastiv-

adaSchool",JASB,N.S.11(1915),PP.29-139;A∋B:語 形Aが 誤 ってBに 置 き換

え られ た(hypersanskritism.音 変 化 を介 在 す る);A⇒B:語AがBに 置 換 され た(音
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変化を介在しない場合)

1) Cf. K.R. Norman "The pratyeka-buddha in Buddhism and Jainism" , Collected 
Papers, II , Oxford 1991, pp. 233-249 .
2)同 様 に,Vin Ⅲ 218.30.ubhinnam annatakanam gahapatinam va gahapatan-

inam va に 対 し て,PrMoSu (Ma-L)(Tatia : 14.15) . anyataresam dvinna〈m>

grhapatikasya grhapatiniye ca; Vin Ⅲ[216.11. annatakassa gahapatissa va

gahapataniya vaに 対 し て,PrMoSu(Ma-L)(Tatia:14.8).anyataresam dvinnam

grhipatikanam.

3)Cf.skt.pari-√car＋acc.

4)書 体 の 類 似 に よ るkdya-とkdma-の 混 同 例 は 法 華 経 に 見 え る:Kern-Nanjio.

324.3.utsrsta-kamas/D1.Pk,P1,2,T3,6.utsrsta-kayas(=tib,漢 訳)

〈キ ー ワ ー ド>Pratimoksasutra,律,hypersanskritism

(東 方 研 究 会 専 任 研 究 員,真 宗 大 谷 派 教 学 研 究 所 客 員 研 羅究員)
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